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富良野（G空間ショウケースに公開）

https://www.geospatial.jp/gp_front/vr
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• 事業者向けの平易なツール
– 自治体・ディベロッパー

• VRは使い捨て データは永続活用
– VRとともに３Dデータ納品の仕様化を啓発

• データの流通、共有を推奨
– 事業者間活用
– エリアマネジメント・まちづくりマネジメント

VR提供の重要概念
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その他の事例（のべ1,000件）

首都圏
池袋・渋谷・新宿ほか多数

九州
博多・天神・大分
小倉・熊本ほか

中・四国
広島・福山・岡山
松山・高松ほか

近畿
三宮・明石・大阪
枚方・吹田・岸和田ほか

中部
名古屋・富山・糸魚川
⾧岡・⾧野・静岡ほか

北海道・東北
札幌・富良野・青森・仙台
女川・釜石・陸前高田ほか
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都市空間データ活用の可能性
サイバードーム

（３Ｄ立体視応用）

観光・リアルタイムまち情報

ＡＲ応用

ＶＲアプリ

環境計画支援ＶＲ

都市空間・建築のデータ化

Panasonic-ＶＲ

建築分野 ３次元設計
ＢＩＭデータの有効活用

事業者の合意形成、意思決定のため
のパナソニック独自の支援ツール

現地でみる重ね合わせ情報

３Ｄヘッドマウント方式も可能

i-都市再生
都市構造可視化計画
CityGML i-UR1.0

Society5.0
暮らしの情報空間


